
このたびは、CAGUUUの家具をお選びいただき、ありがとうご
ざいます。

梅雨時期の湿気や冬の乾燥、暖房による室内環境の変化などから
家具を守り、長く美しくお使いいただくために、必要な時にお読
みいただけるように大切に保管をお願いいたします。
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家具全般の使用環境

家具の素材に関わらず、室内湿度を40～60%に保つことで、家具を良好な
状態で長くお使いいただけます。  

梅雨は室内湿度が70%を超えることが多く、家具のカビや反り・変形、金
属部品のサビなどが発生しやすくなります。
除湿機やエアコンの除湿機能をこまめにご利用ください。
晴れの日には窓を開けて換気し、室内の空気を循環させる事をおすすめしま
す。また、家具は壁から最低3cm以上離して設置し、背面の通気を確保し
てください。

● 梅雨時期(6～7月頃)  

暖房を使用すると室内が乾燥しやすくなり、木製家具のひび割れや、革製家
具の硬化が起こる場合があります。
加湿器を併用して湿度を調整し、暖房の吹き出し口付近には家具を置かない
ようご注意ください。

● 冬期(暖房使用時)  

家具を長時間直射日光に当てると、素材の色褪せや劣化が進み、見た目や耐
久性に影響します。直射日光が当たる場所への設置は避けてご使用ください。

● 日常のお手入れ  

家具の一部に体重をかけたり、端に寄って腰掛けたりすると、転倒や破損の
原因となる場合があります。  
必ず安定した状態で、均等に荷重がかかるようご使用ください。 

● その他注意事項  
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天然木家具のお手入れ方法

エアコンや暖房の風が直接当たる場所、直射日光が長時間当たる場所での設
置は避けてください。
また、熱い物を置く際は、必ず断熱マットやコースターをご使用ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい布を固く絞り、木目に沿ってやさしく拭いてください。その後、
乾いた布で水気を拭き取ってください。
隙間部分は柔らかいブラシを使用し、直接水をかけないようご注意ください。

日常のお手入れ  

梅雨時期など湿度が高い季節は、竹炭や除湿剤を設置することをおすすめ
します。あわせて、家具の脚部に防湿マットを敷くことで、床からの湿気
を軽減できます。

換気・防湿  

3～6ヶ月に一度を目安に、家具用の木材ワックスオイルを塗布することで、
表面を保護し、天然木ならではの風合いを保つことができます。

定期的なお手入れ  

● 注意・免責事項について  

天然木家具は、季節や環境の変化により、ひび割れ、接合部分の浮き、表
面のカビ、湿度変化による引き出しの開閉のしづらさなどが生じる場合が
あります。

注意事項  

木材は温度や湿度の変化によって伸縮する特性があり、これらは天然素材
ならではの自然な現象です。
長期間、極端に低温または高温の環境で使用・保管された場合や、梅雨時
期に十分な防湿対策が行われなかったことによる割れ・変形・カビの発生に
ついては、保証の対象外となります。予めご了承ください。

免責事項  
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合板・突板材のお手入れ方法

長時間、湿気の多い環境でのご使用は避けてください。
また、水がかかる場所への設置はお控えください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい布を固く絞り、表面を拭き取ってください。
接合部分に水気が残らないよう、しっかりと拭き取ることが大切です。

日常のお手入れ  

湿気の多い場所（1階、地下室など）に設置する場合は、家具の底部に防湿
マットを敷くことをおすすめします。
あわせて、定期的に接合部分の状態を確認し、縁材に割れや浮きが見られ
る場合は、早めに補修を行ってください。

換気・防湿  

● 注意・免責事項について  

縁材の剥がれや脱落、板材の浸水による変形、荷重部分の曲がりなどが発
生する恐れがあります。

注意事項  

本製品は浴室・サウナ等の持続的に高温高湿度となる場所には適しません。
浸水や長期間極端に湿度の高い環境による損傷、および耐荷重を超える使
用による損傷は、いずれも保証の対象外となります。

免責事項  
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ファブリック家具のお手入れ方法

クッションや背もたれは、定期的に位置を入れ替えることで、摩耗や色あせ
を偏りにくくすることができます。
また、ペットによる引っ掻きや噛みつきには十分ご注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

掃除機の柔らかいブラシノズルを使用し、表面や隙間にたまったホコリを
吸い取ってください。
汚れが付着した場合は、速やかに中性洗剤を含ませた清潔な白い布で、外
側から内側に向かって軽く叩くように拭き取ってください。

日常のお手入れ  

梅雨時期など湿度の高い季節に長時間使用した後は、窓を開けて換気を行っ
たり、エアコンの送風機能やサーキュレーターを使用して、内部にこもっ
た湿気を取り除いてください。

換気・防湿  

年に 1回、専門業者によるファブリッククリーニングをおすすめします。
定期的なお手入れ 

● 注意・免責事項について  

使用環境やお手入れ状況によっては、生地の色あせ、落ちにくい汚れ、カ
ビ臭や黄ばみ、詰め物のへたりなどが生じる場合があります。

注意事項  

生地は製造時期により色味に若干のばらつきが生じることがありますが、品
質に問題はありません。
中性洗剤以外の洗剤の使用や、誤った洗濯・お手入れ方法による縮み・色あ
せ・破損、また、汚れを長期間放置したことによるシミの定着については、
いずれも保証の対象外となります。予めご了承ください。

免責事項  
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レザー製家具のお手入れ方法

暖房器具などの熱源や、直射日光が長時間当たる場所への設置は避けてくだ
さい。革の劣化や硬化の原因となります。鍵やペットの爪など、尖ったもの
による傷にご注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい乾いた布で拭き取ってください。頑固な汚れには、革専用クリー
ナーをご使用ください。

日常のお手入れ  

3～6ヶ月に一度を目安に、革用の保護剤を塗布し、適度な油分を補給し
てください。
乾燥によるひび割れを防ぎ、革本来の柔らかさと自然な光沢を保つことが
できます。

定期的なお手入れ  

● 注意・免責事項について  

使用環境やお手入れ状況によっては、乾燥や日光による革の硬化・ひび割れ、
汗や皮脂の影響による色ムラ、尖ったものによる傷などが生じる場合があ
ります。
皮革アレルギーをお持ちの方は、肌に直接、または間接的に接触することで、
体質や体調により、かゆみ・かぶれなどの皮膚トラブルが生じる場合があ
ります。ご使用中に異常を感じた場合は、直ちに使用を中止し、専門医に
ご相談ください。

注意事項  

革の毛穴や質感の違い、また、使用に伴う風合いの変化は、革製品ならでは
の特性です。
日焼け止めやアルコールなどの化学物質による変色、引っ掻き傷や熱による
損傷については、いずれも保証の対象外となります。予めご了承ください。

免責事項  
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合成皮革家具のお手入れ方法

直射日光や暖房器具などの熱源が長時間当たる場所への設置は避けてくださ
い。表面の劣化やひび割れ、変色の原因となります。
また、鍵やアクセサリー、ペットの爪など、尖ったものによる傷にご注意く
ださい。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい布を水で軽く湿らせ、固く絞って表面を拭き取ってください。
汚れが落ちにくい場合は、薄めた中性洗剤を含ませた布で拭き、その後、
洗剤成分が残らないよう水拭きし、乾いた布で水気をしっかり拭き取って
ください。

日常のお手入れ  

乾燥が気になる場合は、合成皮革対応の保護剤を使用することで、表面の
状態を整えることができます。

定期的なお手入れ  

● 注意・免責事項について  

使用環境やお手入れ方法によっては、表面のひび割れ、剥がれ、ベタつき、
衣類などへの色移りが生じる場合があります。

注意事項  

アルコール、シンナー、ベンジン、除光液などの溶剤、および研磨剤入りの
クリーナーの使用による変色・劣化・表面の損傷については、保証の対象外
となります。
また、経年による表面素材の劣化は、合成皮革製品の特性となります。予め
ご了承ください。

免責事項  
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金属家具のお手入れ方法

浴室やキッチンなど、湿気の多い場所への設置は避けてご使用ください。
また、ぶつけたり強い衝撃を与えたりすると、表面の損傷や保護塗装の剥が
れの原因となりますのでご注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

湿気の多い季節は、こまめに乾いた布で表面を拭き、水分や湿気を残さな
いようにしてください。
小さなサビを発見した場合は、柔らかい布に防錆剤を含ませ、軽く拭き取
ることで進行を抑えることができます。

防錆  

固く絞った柔らかい布で拭き取り、その後すぐに乾いた布で水気を拭き取っ
てください。

日常のお手入れ  

● 注意・免責事項について  

沿岸部や高湿度地域では、金属部品にサビが発生しやすくなる場合があり
ます。定期的な点検およびお手入れは、お客様の管理のもとで行ってくだ
さい。

注意事項  

長期間、湿気の多い環境で使用された場合や、お手入れ不足によって発生し
たサビについては、素材の欠陥には該当せず、保証の対象外となります。予
めご了承ください。

免責事項  
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石材・セラミック家具のお手入れ方法

硬く重い物を強く落としたり、一点に強い衝撃を与えたりしないようご注意
ください。
また、天板の端部や角部分は、特に衝撃を受けやすいため、取り扱いにはご
注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい布を水で軽く湿らせ、固く絞って表面を拭き取ってください。
その後、乾いた布で水気を拭き取ってください。
油汚れなどが付着した場合は、薄めた中性洗剤を使用し、洗剤成分が残ら
ないよう十分に拭き取ってください。

日常のお手入れ  

コーヒーや調味料などをこぼした際は、できるだけ早めに拭き取ることで、
汚れの付着を防ぐことができます。

汚れが気になる場合  

● 注意・免責事項について  

使用状況によっては、強い衝撃による欠けや割れ、硬い物との接触による
細かなキズが生じる場合があります。

注意事項  

天板への強い衝撃や落下物による欠け・割れ、および、研磨剤入りの洗剤や
硬いスポンジの使用による表面損傷については、保証の対象外となります。
予めご了承ください。
また、天然石を使用している場合、石目や色合いの個体差は素材特性による
ものとなります。

免責事項  
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アクリル素材のお手入れ方法

鋭利なものや硬い物との接触は避けてください。
表面に細かなキズが付きやすくなります。
また、直射日光が長時間当たる場所や、高温になる環境での使用・保管は避
けてください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

柔らかい布を水で軽く湿らせ、固く絞って表面を拭き取ってください。
乾いた布で強く擦るとキズの原因となるため、水分を含ませた状態でやさ
しく拭いてください。拭き取り後は、自然乾燥させてください。

日常のお手入れ  

薄めた中性洗剤を含ませた布で拭き取り、
洗剤成分が残らないよう水拭きを行ってください。

汚れが気になる場合  

● 注意・免責事項について  

使用環境やお手入れ方法によっては、表面の細かなキズ、くもり、静電気
によるホコリの付着などが生じる場合があります。

注意事項  

アルコール、シンナー、ベンジン、除光液などの溶剤、および研磨剤入りの
洗剤や硬い布の使用による表面の損傷やくもりについては、保証の対象外と
なります。
また、経年による透明度の変化は、素材特性としてご理解ください。予めご
了承ください。

免責事項  

各種材質の取り扱いについて
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各種家具の設置・使用上の注意

家具を安全に、快適にご使用いただくため、設置前に以下の点をご確認く
ださい。

家具は必ず、水平で安定した床面に設置してください。
床に傾きや凹凸がある状態で使用すると、ガタつきや転倒、破損の原因と
なる場合があります。

組立式の家具は、すべての部品が正しく取り付けられているかを確認し、
ネジやボルトが確実に締まっている状態でご使用ください。

家具の上に立ったり、一部に体重をかけたりする行為は、転倒や破損につ
ながる恐れがあります。本来の用途に沿ってご使用ください。
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マットレスのお手入れ方法

マットレスは通気性の確保が重要です。
フローリングや畳に直接置いたまま長期間使用すると、湿気がこもり、カビ
やにおいの原因となる場合があります。
ベッドフレームやすのこなど、通気性のある土台の上でご使用ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

シーツやベッドパッドを使用し、汗や皮脂が直接マットレスに付着しない
ようにしてください。

日常のお手入れ  

月に 1～2 回を目安に、マットレスを立てかけて風を通し、内部にこもっ
た湿気を逃がしてください。梅雨時期や湿度の高い季節は、除湿シートや
除湿剤の併用をおすすめします。

換気・防湿  

使用状況に応じて、上下や裏表を定期的に入れ替えることで、へたりを均一
にし、快適な寝心地を保つことができます。
※片面仕様のマットレスの場合は、上下のみの入れ替えを行ってください。

ローテーション  

● 注意・免責事項について  

使用環境や体重のかかり方によっては、寝心地の変化や部分的なへたりが
生じる場合があります。

注意事項  

湿気対策が行われていない状態での使用によるカビやにおいの発生、直置き
による劣化や変形については、保証の対象外となります。
また、寝心地や硬さの感じ方には個人差があります。

免責事項  

各種家具の取り扱いについて
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各種家具の取り扱いについて
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ベッドフレームのお手入れ方法

ベッドフレームは、安定した水平な場所に設置してください。
床に傾きや凹凸がある状態で使用すると、きしみ音やフレームのゆるみの原
因となります。
また、ベッドの上で跳ねたり、一部に体重をかけすぎたりしないようご注意
ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

フレーム表面や脚部にたまったホコリは、柔らかい布や掃除機で取り除い
てください。
汚れが付着した場合は、固く絞った布で拭き取り、その後、乾いた布で水
気を拭き取ってください。

日常のお手入れ  

使用を続けるうちに、ボルトやネジが緩む場合があります。
きしみやガタつきを感じた際は、各接合部を確認し、必要に応じて締め直し
てください。

使用時の配慮  

● 注意・免責事項について  

使用環境や荷重のかかり方によっては、きしみ音やフレームのゆるみ、部
材のズレなどが生じる場合があります。

注意事項  

組立不良や定期的な点検を行わなかったことによる不具合、本来の用途を超
えた使用による破損については、保証の対象外となります。

免責事項  
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各種家具の取り扱いについて
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ソファ・チェアのお手入れ方法

同じ位置に座り続けると、クッションや座面に負荷が集中し、へたりの原
因となります。
定期的に座る位置を変えたり、クッションの向きを入れ替えたりしながら
ご使用ください。また、背もたれやアーム部分に体重をかけすぎないよう
ご注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

表面に付着したホコリやゴミは、掃除機の柔らかいノズルや、乾いた柔ら
かい布で取り除いてください。
素材に応じたお手入れ方法については、各素材別のお手入れ方法をご確認
ください。

日常のお手入れ  

取り外し可能なクッションは、定期的に位置や向きを入れ替えることで、
へたりを均一にし、使用感を保つことができます。

使用時の配慮  

● 注意・免責事項について  

使用状況や体重のかかり方によっては、座面や背もたれのクッションにへ
たりや弾力の変化が生じる場合があります。

注意事項  

長時間同一箇所に負荷をかけ続けたことによるへたりや、本来の用途を超
えた使用による破損については、保証の対象外となります。

免責事項  

設
置
・
使
用
上
の
注
意

マ
ッ
ト
レ
ス

ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

ソ
フ
ァ
・
チ
ェ
ア

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
収
納
家
具

安
全
・
免
責
事
項



各種家具の取り扱いについて

16

キャビネット・収納家具のお手入れ方法

収納物を一箇所に偏らせると、棚板や引き出しに負荷がかかり、たわみや
開閉不良の原因となります。
重い物はできるだけ下段に収納し、全体のバランスを考えてご使用くださ
い。また、扉や引き出しを無理に押し込んだり、勢いよく開閉したりしな
いようご注意ください。

● ご使用上の注意  

● お手入れ方法  

表面や内部にたまったホコリは、柔らかい布やハンディモップで取り除い
てください。
汚れが付着した場合は、固く絞った布で拭き取り、その後、乾いた布で水
気を拭き取ってください。

日常のお手入れ  

扉や引き出しの動きが重く感じられる場合は、レールや蝶番まわりにホコ
リがたまっていないか確認し、柔らかい布で軽く清掃してください。

クッション・座面のケア

● 注意・免責事項について  

使用状況によっては、棚板のたわみ、引き出しや扉の開閉不良、扉のズレ
などが生じる場合があります。

注意事項  

耐荷重を超える収納や、無理な開閉、勢いをつけた使用による破損や不具
合については、保証の対象外となります。予めご了承ください。

免責事項  
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重要な安全事項と免責事項      

書棚や衣類収納など背の高い家具は、必ず製品付属の転倒防止金具を使用
し、壁の下地 ( 柱など ) にしっかりと固定してください。地震発生時の家
具の転倒による人身事故を防ぐため、必ず転倒防止対策を行ってください。

● 地震対策について

家具の角や引き出し部分など、安全上の危険がある箇所があります。保護
者の方は十分にご注意ください。お子様が家具によじ登ると転倒などの事
故につながる恐れがありますので、絶対におやめください。

● お子様の安全について

本製品の保証は、正常な使用条件下において、材料または製造上の欠陥に
起因する不具合のみを対象としています。誤った使用方法、本お手入れ方
法に従わなかった場合、事故、不可抗力 ( 自然災害など ) による損傷は、
保証の対象外となります。

● 保証範囲について

弊社の公式な許可または確認なしに家具を分解・改造した場合、製品保証
は無効となります。予めご了承ください。

● 改造について
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